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１．東北地方太平洋沖地震および津波の概要

震源地、マグニチュード、震度分布 津波の高さ※の分布

０m    ５m    10m

十勝港 震度4
釧路港 震度4

釧路港

※港内の代表的地点の
津波高である。

2 1

苫小牧港

室蘭港 震度3
函館港 震度4

苫小牧港
震度4

む 小川原港

十勝港 震度4
釧路港

十勝港

2.1

2.8

2.5

八戸港 震度5強

室蘭港

函館港

むつ小川原港
震度4

2.5

1

2.4
久慈港 震度5弱

宮古港 震度5強 八戸港

むつ小川原港2011年3月11日
15時08分 M7.4

2011年4月7日

2.9

6.2
釜石港 震度6弱

大船渡港 震度6弱

石巻港 震度 弱

久慈港

宮古港
×

2011年4月7日
23時32分 M7.1 8.6

7.3

仙台塩釜港（塩釜港区）
震度6強

石巻港 震度6弱 釜石港

大船渡港

×
2011年3月11日
14時46分 M9 0

8.1

9.5震度 強

仙台塩釜港（仙台港区）
震度6強

相馬港 震度6弱

石巻港

仙台塩釜港（塩釜港区）

×××
14時46分 M9.0

7.7

4.9
相馬港 震度6弱

小名浜港 震度6弱

茨城港（日立港区）

仙台塩釜港（仙台港区）

相馬港

××
×

2011年3月11日
15時25分 M7.5

2011年4月11日

7.2

8.9
茨城港（日立港区）

震度6強茨城港
（常陸那珂港区）

震度6弱

小名浜港

茨城港(日立港区)

×

×

17時16分 M7.0 3.3

4.2
震度6弱

茨城港（大洗港区）
震度5強

茨城港(常陸那珂港区)

茨城港(大洗港区)

未調査×
凡例

: 国際拠点港湾、重要
港湾の位置

4.2

5 7
鹿島港 震度6弱

鹿島港

０m    ５m    10m
2011年3月11日
15時15分 M7.7

港湾の位置

× : 震源地（M7.0以上）
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気象庁の公表資料より国土交通省港湾局作成 気象庁の公表資料及び海岸工学委員会の調
査結果等より国土交通省港湾局作成

宮城県の仙台塩釜港（仙台港区 塩釜港区）
岩手県の大船渡港では9.5mの津波を観測。

宮城県の仙台塩釜港（仙台港区、塩釜港区）、
茨城港（日立港区）では最大で震度６強を観測。 1



都道府県名 港格 港湾名 地区名 被災状況

国際拠点 苫小牧港 －
西港防波堤（東）港内側消波が約200mに渡り1m程度沈
下

－
ともえ大橋基部が洗掘、縁石・ガードレールが破損、若松
道路護岸のフェンス破損

港格 港湾名 地区名 被災状況

重要 石巻港

雲雀野地区

都道府県名

中野地区 雷神ふ頭エプロンの一部に10㎝程度の沈下

都道府県名 港格

中央1号、2号岸壁（-13m）エプロンに1m程度の沈下

雲雀野地区 臨港道路雲雀野中央線の路肩部が大規模に崩落

釜地区
日和岸壁(-10m)上部工背後エプロンに15ｃｍ～1m程度
の沈下と隆起

大曲地区 大曲波除堤全壊(L=166m)

港湾名 地区名 被災状況

茨城港
（常陸那珂

港区）

中央埠頭地区
岸壁（-9.0m）10cm程度の不陸あり、エプロン背後は液状
化により沈下

北埠頭地区
岸壁（-12m）上部工とエプロンに8～15cmのズレ及び60
～70cmの段差有り

北埠頭地区
岸壁（-14.0m）法線にズレ25cm、上部工とエプロンに最大
1.5mの段差及び22cmの開き有り

北埠頭地区 埠頭用地が液状化により沈下

－ 沖防波堤、西防砂堤破損

東日本の広範囲の港湾が被災。特に八戸港～鹿島港では一時、港湾機能が停止。

２．港湾施設の被災状況

災害報告（平成23年4月12日 現在）

件数 1,446件 災害報告額 4,719億円
※詳細調査を完了していない箇所もあるため、今後変更の可能性がある。
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北海道

重要

函館港 道路護岸のフェンス破損

西港区 島防波堤、ケーソン一部破損

釧路港 東港区 南埠頭ドルフィンの舗装破損、フェンスが倒壊

十勝港
南地区

岸壁(-5.5m)エプロン背後の舗装・路盤が洗掘、エプロン
直下も洗掘

南地区 航路（-14m）、航路（-13m）埋没

浦河港 本港地区
第7物揚場(-2.5m)縁金物の脱落、第5物揚場(-2.5m)エプ
ロンに段差

根室港 花咲地区 防潮堤が破損

地方

霧多布港 本港地区
北防波堤ブロックが移動、中防波堤本体が滑動、小型船
溜矢板が全壊

えりも港 本港地区
海岸擁壁が転倒、北間内物揚場エプロン及び背後用地
が沈下

青森県 重要 八戸港

八太郎地区
北防波堤先端部700mのケーソンが転倒・水没、中央部
1,100mのケーソンが多数転倒(歯抜け状態)

八太郎地区 １号埠頭Ｄ・Ｅ岸壁エプロン陥没(15,000m2)

棄物 岸 角

宮城県
仙台塩釜港
(塩釜港区）

貞山地区
貞山ふ頭1号桟橋（-8.5m）一部はらみ出し、エプロン部に
20cm程度の沈下

貞山地区 貞山ふ頭2号桟橋（-9m）エプロン部に20cm程度の沈下

貞山地区 東ふ頭護岸一部崩壊

国際拠点

仙台塩釜港
（仙台港区）

中野地区 雷神ふ頭 ン 部 程度 沈下

中野地区
中野１号岸壁（-12m）エプロンの一部に20cmの沈下、ア
ンローダー脱輪

向洋地区
高砂ふ頭2号岸壁(-14m)取付部背後の崩落、エプロン部
全体が1ｍ程度沈下、舗装版下に空洞

向洋地区 ガントリークレーン４基損傷

地方

松島港 海岸前地区 浮桟橋4基流出

気仙沼港 朝日町地区 朝日大川路線沈下・段差(L=500m)

御崎港 唐桑町崎浜地区 御崎港緑地流出(A=3,253m2)

表浜港 表浜地区 防波堤(A)沈下(L=321m)、防波堤(B)沈下(L=120m)

茨城県

重要
茨城港

（大洗港区）

沖防波堤、西防砂堤破損

中央地区 泊地・航路（-8m）埋没

第３ふ頭地区

地方

潮来港 － 護岸の破損

フェリーふ頭、液状化により背後ヤード舗装剥離

第４ふ頭地区 岸壁（-8m）本体のずれ

鹿島港

南公共埠頭地区
Ａ岸壁（-10m）エプロンに液状化による陥没（最大深さ
1.5m）、上部工が50cmはらみ出し

南公共埠頭地区
Ｂ岸壁（-10m）エプロンに10cmの段差有り、背後道路とふ
頭用地に70～80cmの段差有り

南公共埠頭地区
C岸壁（-7.5m）エプロンが全体的に液状化により陥没（最
大深さ1m）、上部工が50cmはらみ出し

軽
日川地区・

岸 損

北公共ふ頭
D・E岸壁（-10m）、ふ頭用地が沈下、ガントリークレーン変
電設備喪失

土浦港 新浜地区 防波堤、導流堤、突堤、物揚場の破損

河原子港 南浜地区 護岸、遊歩道の破損

出崎地区

航路・泊地(-14m)の埋没(40万m3)

河原木地区 ＰＩ廃棄物埋立護岸先端南角部ケーソン３函45m倒壊

河原木地区

藤原第一ふ頭岸壁（-12m）海側先端部に空洞と沈下

湾口地区 湾口防波堤、北堤がほぼ全壊、南堤は半壊

宮古港

出崎防波堤がほぼ全域にわたって水没

出崎地区 出崎ふ頭一万トン岸壁エプロン沈下（10cm程度）

藤原・神林地区 木材港南防波堤全長のうち７～8割が損壊

藤原・神林地区

岩手県

重要

久慈港

諏訪下地区 岸壁(-7.5m)渡版の大部分が飛散

玉の脇地区 北防波堤及び内防波堤全壊

半崎地区
波除堤の上部コンクリート全壊、本体ブロック上部積上部
倒壊

半崎地区
1号護岸基部の根固及び被覆ブロックが被災、終端部の
パラペットの転倒倒壊あり

金華山港 金華山地区 金華山沖防波堤(L=261m)沈下

女川港 横浦地区 横浦防波堤(A)(L=260m)沈下、防波堤(B)(L=50m)沈下

荻浜港 荻浜地区 防波堤(L=340m)沈下

７号埠頭地区

雄勝港 立浜地区 立浜防波堤(L=496m)沈下

相馬港

本港地区 沖防波堤7割が傾斜・ずれの発生、2割5分が水没

１号埠頭地区
１号埠頭岸壁（-5.5m～-7.5m）舗装陥没・隆起、部分的に
倒壊

福島県

重要

小名浜港

千葉県

国際拠点

地方

神奈川県
岸壁ケーソン移動、荷役機械のレール変形、エプロン背
後が全延長にわたり50cm程度陥没

２号ふ頭地区
第2～3号岸壁（-7.5m）部分的倒壊・陥没、多目的クレー
ン海中に転落

３号ふ頭地区
３号埠頭岸壁（-10m）ケーソン1函損失、裏込石一部損
失、上部工一部損失(L=170.0m)

２号ふ頭地区 岸壁（-4.5m～-7.5m）はらみ(L=448m)

３号ふ頭地区
荷役機械のレールが変形、野積場が20cm程度陥没、3-5
号岸壁が台船の乗り上げにより破損

軽野港
日川地区・
萩原地区

護岸の破損

川尻港 本港地区 物揚場、護岸、遊歩道の破損

館山港 館山地区 耐震岸壁目地工（エラスタイト）1スパン(2m）3箇所脱落

名洗港 犬若地区 岸壁（-5.5m）エプロン陥没・矢板傾斜

千葉港

五井地区
五井防波堤、１００mにわたり最大５０cm沈下(法線のず
れあり)

葛南中央地区 北Ｇ～Ｌ岸壁(-7.5m)エプロン隆起、陥没

千葉検見川地区 突堤が沈下（L=200m）

国際戦略

川崎港

東扇島地区 東扇島南護岸（西公園）、護岸背後部の亀裂・陥没

東扇島地区 ５号道路、液状化による噴砂、道路の亀裂・段差

東扇島地区
陸上トンネル部と海底トンネルルーバー部の境目漏水、
路面の亀裂、共同溝内亀裂による漏水

大黒ふ頭地区 C1岸壁（-12m）水平変位及び段差有り

岸壁（-11m）法線前出し8cm、沈下10cm

岸壁(-4.5m)上部コンクリートの隆起、裏込石の流出

釜石港
須賀地区 岸壁（-7.5m）渡版めくれ、移動

須賀地区 作業船乗り上げにより、南桟橋(ドルフィン)が損壊

須賀地区

大船渡港

湾口防波堤周辺 湾口防波堤ほぼ全壊

野々田地区 岸壁(-13m)荷捌地で最大30㎝沈下

野々田地区

地方
八木港 －

北港護岸のパラペット半分流失、臨港道路がれきにより
通行止

小本港 － 防波堤一部消失、護岸の一部崩壊

中之作港 勝見ヶ浦地区 沖東防波堤倒壊、消波ブロック沈下(L=80m)

茨城県 重要
茨城港

（日立港区）

第１埠頭地区 岸壁D(-10m)基礎吸出、エプロン舗装破損（L=185m）

第４埠頭地区 岸壁D(-10m)基礎吸出、ｴﾌﾟﾛﾝ舗装破損（L=185m）

地方

久ノ浜港 － 防波堤（沖）消波ブロック飛散(L=300.0m)

江名港 江名地区 南防波堤消波ブロック沈下(L=249.5m)

第５埠頭地区
１号・２号岸壁(-10m)上部工とエプロンの間に50～100cm
の段差有り、広範囲に液状化が発生

第５埠頭地区 泊地(-12m)泊地埋没（被災数量V=50,000m3）

後が全延長にわたり50cm程度陥没

大剣ふ頭地区
岸壁（-10m）エプロン全延長に渡り陥没、ガントリークレー
ン破損

大桟橋ふ頭70cm弱沈下

重要 横須賀港 久里浜地区
岸壁（-7.5m）ボーディングブリッジのコンクリートに破損有
り

横浜港

新潟県 国際拠点 新潟港 西港地区
新潟みなとトンネル右岸陸上部一部陥没（トンネル通行
に支障なし）

静岡県 国際拠点 清水港 新興津地区 岸壁が3cm程度沈下、舗装にクラック

東京都 国際戦略 東京港

若洲 建材ふ頭（-5.5m）全体的に３０cm沈下、クラックあり

新木場 14号地道路、液状化による土砂の噴出

１０号地その２ VN岸壁（-5m）エプロン2-8番ビット周辺液状化

本牧ふ頭地区 Ａ3岸壁（-10m）と背後エプロンに段差・ひび割れが発生

大桟橋地区
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２．港湾施設の被災状況

防波堤の代表的被災例（八戸港 八太郎地区 北防波堤）防波堤の代表的被災例（八戸港 八太郎地区 北防波堤）

先端部

3



２．港湾施設の被災状況

防波堤の代表的被災例（釜石港 湾口防波堤）防波堤の代表的被災例（釜石港 湾口防波堤）

北堤北堤

北堤（990m）
ほぼ全壊

南堤（670m）

２２函のうち、１２函
が倒壊・崩壊が倒壊・崩壊

4



２．港湾施設の被災状況

岸壁の代表的被災例岸壁の代表的被災例
（仙台塩釜港（仙台港区）向洋地区高砂コンテナターミナル高砂２号岸壁（‐14m） ）

エプロン沈下 法線はらみ出しエプロン沈下、法線はらみ出し

数カ所で数カ所で
1m程度の沈下

ガントリークレーン
のレール
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２．港湾施設の被災状況

岸壁の代表的被災例（茨城港日立港区 第４ふ頭岸壁（‐12m） ）岸壁の代表的被災例（茨城港日立港区 第４ふ頭岸壁（ 12m） ）

液状化による沈下液状化 よる沈下
（最大で約1.0m）

岸壁先端部からの埋め
立て土砂の流出
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３．港湾における初動対応

緊急物資輸送のための航路等の啓開 航路等の啓開の

3/13開始 （４月11日 現在）
建
設

災
害 緊急物資輸送のための航路等の啓開 航路等の啓開の

継続
○暫定利用バース数

129ﾊﾞｰｽ/367ﾊﾞｰｽ
（３５％）

設
業
界
と

害
協
定

港湾の一部復旧及び荷役作業体制の確保

（３５％）

※ -4.5m以深の公共
岸壁を対象

と
の

地

宮釜茨 小 鹿仙 八 久茨 仙 大 茨石

3/15 3/16 3/17 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23 3/24

港湾 部復旧及び荷役作業体制 確保

利用岸壁の追加

岸壁を対象

青
森
港

お
津
3/13

地
震

宮
古
港

釜
石
港

茨
城
港
（
常

小
名
浜
港

鹿
島
港

仙
台
塩
釜

八
戸
港
、

久
慈
港
）

茨
城
港
（

仙
台
塩
釜

大
船
渡
港

茨
城
港
（

石
巻
港

利用岸壁の追加
○緊急物資輸送等の
入港状況数

港
以
外

い
て
機
能

津
波
警

発
生

常
陸
那

港 釜
港
（
仙

相
馬
港

日
立
港

釜
港
（
塩

港 大
洗
港

食料等 ６９隻
油 １２４隻

の
港
湾
に

能
停
止

報
・
注3 珂

港
区

台
港
区

港
区
）

釜
港
区

区
）

その他 １２７隻に意
報
解

3
月

）
区
）

区
）

解
除

物資提供（白山、清龍丸、海翔丸）

非常食 14 300食
大型浚渫船兼油回収船等による物資提供（白山、清龍丸、海翔丸等）

11
日

仙海宮 小釜 石大 久相

3/253/253/16 3/23 3/243/183/16 3/26

非常食 14,300食
飲料水 22,600L
重 油 29,000L大フ

3/25

相ロ

3/29

台
塩
釜

翔
丸
入

古
港
に

名
浜
港

石
港
に

巻
港
に

船
渡
港

慈
港
に

馬
港
に

船
渡
港

ロ
ー
ト

馬
港
に

ー
ト
入 (3/17～) 沖合で確

○漂流船の確認数
大型 １２隻
小型 ３３２隻

港
仙
台

港白
山
入

に
海
翔

清
龍
丸

白
山
入

に
清
龍

白
山
入

海
翔
丸

港
に
広
域

入
港

広
域
防

港
(3/17 ) 沖合で確

認された漂流船
の収容

小型 ３３２隻
○収容隻数 ２５隻

港
区
に

入
港

翔
丸
入
港

丸
入
港

入
港

龍
丸
入
港

入
港

丸
入
港

域
防
災

防
災
フ

ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥの派遣は3/12～4/8まで、延べ193人

に 港港

派遣 / / ま 、延 人

7



仙台塩釜港（仙台港区）の航路啓開

■仙台塩釜港（仙台港区）の航路啓開 平成２３年３月１４日 海底状況の確認調査開始
平成２３年３月１５日 航路啓開作業に着手 高松埠頭岸壁前面の音速平成２３年３月１５日 航路啓開作業に着手、高松埠頭岸壁前面の音速

深浅測量実施、ナローマルチビームによる海域
地形測量実施地形測量実施

平成２３年３月１８日 高松埠頭（‐12m）１バースが開放、引き続き航路
啓開作業及び海域地形測量実施

平成２３年４月８日現在 公共岸壁（ 以上）９バ スが開放（ 部暫定）平成２３年４月８日現在 公共岸壁（‐4.5m以上）９バースが開放（一部暫定）

障害物 撤去状 在障害物の撤去状況 （４月１１日 現在）

３６９地点（赤色）／４１７地点 （88.5％）

■測量による障害物分布状況 ４１７地点 （揚収物の内訳）
コンテナ ２５３個
自動車 個自動車 ２０個
その他 ３４個

■障害物の引き揚げ作業■障害物の引き揚げ作業

コンテナ 自動車 トレーラー

8



４．釜石港津波防波堤の被災原因、減災効果

全体的に沈下しているもののケーソンはそのまま

＜被災前の津波防波堤＞＜被災前の津波防波堤＞

津波の押波でマウンド上から転落
マウンドの洗掘により、1/4程度のケー
ソンがマウンドから転落 津波の押波でマウンド上から転落ソンがマウンドから転落

＜津波防波堤の効果＞

北堤は堤頭函も開口部側へ大きく傾斜
南堤は約半分はほぼそのまま

①津波高を低減
②港内の水位上昇を遅延

（避難時間確保）
防波堤で湾の入口を絞り、
湾内への海水の流入を絞

＜津波防波堤の効果＞

港外側

南堤は約半分はほぼそのまま
③流速を弱め破壊力を低減る

マウンドの洗掘により

港内側

津波に押され マウンドを崩しながら滑落

マウンドの洗掘により
ケーソン同士がもたれ
あうように傾き、マウン
ドを削りながら 滑落

＜ナローマルチビームによる被災状況確認結果＞

津波に押され、マウンドを崩しながら滑落ドを削りながら、滑落
9



（独）港湾空港技術研究所が数値計算を行った結果 津波防波堤はマウンドの洗掘等により大きな被害を受けたも（独）港湾空港技術研究所が数値計算を行った結果、津波防波堤はマウンドの洗掘等により大きな被害を受けたも
のの、津波高の低減や防潮堤を越えるまでの時間を遅延させる等、一定の減災効果を発揮したものと考えられる。

＜津波の襲来状況＞国交省釜石港湾事務所撮影＜防波堤有／無を計算で比較＞ ＜津波の襲来状況＞国交省釜石港湾事務所撮影＜防波堤有／無を計算で比較＞

地震発生26分後：津波第1波がケーソン目地から流入地震発生26分後：津波第1波がケ ソン目地から流入

津波高10.8m
（シミュレーション）

地震発生31分後：津波第1波が北堤を越流（斜下図）

（シミュレ ション）

港外側

+10.8 m

水位差8.2 m
① 防波堤が津波を堰止め、

＜被災メカニズム＞

港外側
+2.6 m

① 防波堤 津波を堰 、
ケーソン前後で8.2mの水位差
発生

地震発生34分後：津波第1波が防潮堤を越流

② 水位差によりケーソンに強
い水平力が働くとともに、目
地部に強い流れ発生地部に強い流れ発生

③ 強い流れでケーソンが押さ③ 強い流れでケ ソンが押さ
れたり、マウンドが洗掘され、
ケーソンがマウンドから滑落港内側

地震発生46分後：津波第1波が引き一部欠けた北堤 10



釜石港及び大船渡港周辺における津波の高さ

釜石港及び周辺地区 大船渡港及び周辺地区釜石港及び周辺地区 大船渡港及び周辺地区

16.0m

9.5m 26.7m 越喜来湾
おきらいわん

18 3m
10.5m

23 2m
17.7m

18.3m

12.5m
9.0m 7.7m

23.2m

綾里湾
りょうりわん

りょういしわん

9.3m
8 4m

12.5m
7.2m

大船渡港 30.1m

綾里湾
両石湾

8.4m

8.5m
8.1m

11 7m

11.8m 9.9m釜石港

11.7m

9 2m 12.8m9.2m

21.4m
19.2m

広田湾

浸水高
14.8m

とうにわん

浸水高

（建物等が浸水した高さ）

唐丹湾
とうにわん

遡上高
（津波が斜面等を駆け上がった高さ）

土木学会海岸工学委員会による現地調査結果を基に国土交通省港湾局作成 11



５．東北・北関東地方の港湾に寄港する定期航路への影響
外貿定期コンテナ航路

【東北地方太平洋地震発生前】 【平成２３年４月１１日現在】

外貿定期コンテナ航路

航路番号 便数（週/便） 船社 航路（赤字は被災港湾）

① １ 南星海運 釜山/新潟/苫小牧/釧路/八戸/仙台塩釜/釜山～

② １ 南星海運 釜山/新潟/苫小牧/八戸/釜山～

航路番号 便数（週/便） 船社 現況 航路（青字は代替港湾）

① １ 南星海運
八戸・仙台塩釜を抜港して
函館・伏木富山に寄港

釜山/新潟/苫小牧/釧路/
函館/伏木富山/釜山～

③ １ 南星海運 清水/仙台塩釜/小名浜/茨城（常陸那珂）/鹿島/釜山～

④ １ 興亜海運 他 清水/仙台塩釜/大船渡/釜山～

⑤ １ PIL 上海/新潟/苫小牧/八戸/仙台塩釜/基隆～

函館 伏木富 釜

② １ 南星海運 八戸を抜港して秋田に寄港 釜山/新潟/苫小牧/秋田/釜山～

③ １ 南星海運 休止中 -

④ １ 興亜海運 他 休止中 -⑤ 海 新潟 苫 牧 戸 隆

⑥ １ 日本郵船 他 名古屋/東京/仙台塩釜/ロサンゼルス～

⑦ ０．５ WSL
シアトル/苫小牧/八戸※/仙台塩釜※/茨城（常陸那珂）

/博多/釜山～
※八戸 仙台塩釜は集荷状況に応じ 寄港（ 便/月程度）

⑤ １ PIL 八戸・仙台塩釜を抜港して運航 上海/新潟/苫小牧/基隆～

⑥ １ 日本郵船 他 仙台塩釜を抜港して運航 名古屋/東京/ロサンゼルス～

⑦ ０．５ WSL
八戸、仙台塩釜、茨城（常陸那珂）を

抜港して運航
シアトル/苫小牧/博多～

苫小牧
釧路

※八戸・仙台塩釜は集荷状況に応じて寄港（1便/月程度）
抜港して運航

苫小牧
釧路

函館

苫小牧

シアトル

函館

苫小牧
シアトル

⑦ ⑦

ロサンゼルス ロサンゼルス

⑦ ⑦

秋田

八戸

秋田

八戸

伏木富山

大船渡

仙台塩釜

秋

大船渡

仙台塩釜

秋

仙台塩釜 仙台塩釜

②
②

小名浜

茨城（常陸那珂）

新潟

釜山 小名浜

茨城（常陸那珂）

新潟

釜山

②

① ①

茨城（常陸那珂）

鹿島

東京
基隆

上海

茨城（常陸那珂）

鹿島

東京
基隆

上海
⑤

③
⑤

釜山

基隆

名古屋 博多清水 釜山

基隆

名古屋 博多清水⑥

④

⑥

船社からのヒアリングより国土交通省港湾局作成

名古屋 博多清水 名古屋 博多清水⑥ ⑥

12



５．東北・北関東地方の港湾に寄港する定期航路への影響
内航定期フェリー航路

【東北地方太平洋沖地震発生前】 【平成２３年４月１１日現在】

航路番号 便数(便/日) 船社 航路 航路番号 便数(便/日) 船社 現況 航路

※赤字は被災港湾、青字は代替港湾

内航定期フェリ 航路

航路番号 便数(便/日) 船社 航路

① １６

津軽海峡フェリー㈱
共栄運輸㈱
北日本海運㈱

青森/函館

航路番号 便数(便/日) 船社 現況 航路

① １６

津軽海峡フェリー㈱
共栄運輸㈱
北日本海運㈱

平常通り運航 青森/函館

② ４ 川崎近海汽船㈱ 八戸/苫小牧

③ ０．５ 太平洋フェリー㈱ 仙台塩釜/苫小牧

② ４ 川崎近海汽船㈱ 寄港港を八戸から青森に代替
して運航

青森/苫小牧

③ ０．５ 太平洋フェリー㈱ 旅客以外を輸送 仙台塩釜/苫小牧

④ ０ ５ 〃 旅客以外を輸送 名古屋/仙台塩釜
④ ０．５ 〃 苫小牧/仙台塩釜/名古屋

⑤ ２ 商船三井フェリー㈱ 茨城（大洗）/苫小牧

④ ０．５ 〃 旅客以外を輸送 名古屋/仙台塩釜

⑤ １ 商船三井フェリー㈱ 貨物車両輸送のみ寄港港を
茨城から東京に代替して運航

東京/苫小牧

※黄色網掛け欄は 3月30日以降に復旧した航路※黄色網掛け欄は、3月30日以降に復旧した航路

苫小牧 苫小牧苫小牧

函館

①

②

苫小牧

函館
②

八戸

青森

①

八戸

青森

①

③
⑤

③

仙台塩釜

④

仙台塩釜

③

茨城（大洗） 茨城（大洗）

名古屋 名古屋

東京
⑤

④

※黄色太線は 3月30日以降に復旧した航路

運航事業者からのヒアリングより国土交通省港湾局作成

※黄色太線は、3月30日以降に復旧した航路
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５．東北・北関東地方の港湾に寄港する定期航路への影響
内航RORO※航路

【東北地方太平洋沖地震発生前】 【平成２３年４月１１日現在】
航路番号 便数 船社 航路

川崎近海汽船（株）

航路番号 便数 船社 現況 航路

川崎近海汽船（株）

※赤字は被災港湾、青字は代替港湾

内航RORO 航路

① 2便／日
川崎近海汽船（株）
近海郵船物流（株）

苫小牧～茨城（常陸那珂）

② 1便／日 川崎近海汽船（株） 釧路～茨城（日立）

③ 3便／週 川崎近海汽船 茨城（常陸那珂） 北九州

① 1便／日
川崎近海汽船（株）
近海郵船物流（株）

復旧済み 苫小牧～茨城（常陸那珂）

② 2便／3日 川崎近海汽船（株）
寄港地を茨城（日立）から

東京に代替して運航
釧路～東京

③ 3便／週 川崎近海汽船 茨城（常陸那珂）～北九州

④ 4便／週 栗林商船
苫小牧～釧路～仙台塩釜～東京～大阪～名古

屋

⑤ 2便／週 プリンス海運 川崎～苫小牧～八戸

東京に代替して運航

③ 3便／週 川崎近海汽船
寄港地を茨城（常陸那珂）
から川崎に代替して運航

川崎～北九州

④ 4便／週 栗林商船 仙台塩釜港を抜港
苫小牧～釧路～東京～大

⑤ 2便／週 プリンス海運 川崎～苫小牧～八戸

⑥ 9便／週 ﾌｼﾞﾄﾗﾝｽｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ 名古屋～仙台塩釜～苫小牧～八戸

⑦ 1便／2日
トヨフジ海運

ﾌｼﾞﾄﾗﾝｽｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ
田原～名古屋～横浜～川崎～仙台塩釜～釜石

④ 4便／週 栗林商船 仙台塩釜港を抜港
阪～名古屋

⑤ 1便／4日 プリンス海運
完成自動車の物流は停滞
重機等の輸送が増加

川崎～苫小牧～八戸

フジトランス 仙台塩釜港は復旧済み 名古屋 仙台塩釜 苫小ﾌｼ ﾄﾗﾝｽｺ ﾎ ﾚ ｼｮﾝ
⑥ 1便/2日

フジトランス
コーポレーション

仙台塩釜港は復旧済み
八戸港はスポット輸送

名古屋～仙台塩釜～苫小
牧～（八戸）

⑦ －
トヨフジ海運

ﾌｼﾞﾄﾗﾝｽｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ
休止中 －

苫小牧

釧路

苫小牧 釧路

ﾌｼ ﾄﾗﾝｽｺ ﾎ ﾚ ｼｮﾝ

※黄色網掛け欄は、3月30日以降に復旧した航路

④

①

④

八戸

①

八戸

仙台塩釜

②

仙台塩釜

②

釜石 釜石

①仙台塩釜

⑤

仙台塩釜

⑤

①

東京

茨城（常陸那珂）

茨城（日立）

⑥ 東京

茨城（常陸那珂）

茨城（日立）

⑦ ⑦

東京

大阪

川崎

名古屋

⑥ 東京

大阪

川崎

名古屋
⑥

三河（田原）

横浜

三河（田原）

横浜

③
③

※黄色太線は 3月30日以降に復旧した航路
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※RORO船［Roll on roll off ship］：貨物をトラックやフォークリフトで積み卸す（水平荷役方式）ために、船尾や船側にゲートを有する船舶
ローロー

※黄色太線は、3月30日以降に復旧した航路



内航定期コンテナ航路５．東北・北関東地方の港湾に寄港する定期航路への影響

【東北地方太平洋沖地震発生前】 【平成２３年４月１１日現在】

内航定期コンテナ航路
【東北地方太平洋沖地震発生前】 【平成２３年４月１１日現在】
航路番号 便数(便/週) 船社 航路（赤字は被災港湾）

① １ 井本商運㈱ 茨城（常陸那珂）/松山

②
１ 京浜/八戸/仙台塩釜/相馬/小名浜

航路番号 便数(便/週) 船社 現況 航路

① － 井本商運㈱ 休止中 －

② － 〃 休止中 －
②

１
(仙台塩釜は３)

〃 京浜/八戸/仙台塩釜/相馬/小名浜
（京浜/八戸、京浜/仙台塩釜、京浜/相馬、京浜/小名浜）

③ １ 鈴与海運㈱ 京浜/鹿島/茨城（常陸那珂）/仙台塩釜
（京浜/鹿島、京浜/茨城（常陸那珂）、京浜/仙台塩釜）

④

② 休止中

③ － 鈴与海運㈱ 休止中 －

④ － 〃 休止中 －

⑤ － 〃 休止中 －
④ ２ 〃 京浜/清水/仙台塩釜

⑤ ０．２ 〃 清水/八戸

⑥ １ ㈱横浜コンテナライン 横浜/仙台塩釜/宮古/八戸/苫小牧

⑦ １ 日本海運㈱ 苫小牧/釧路/石巻/大阪/水島/高松

⑤ 休止中

⑥ １ ㈱横浜コンテナライン
仙台塩釜/宮古/八戸

を抜港して運航
苫小牧/横浜

⑦ １ 日本海運㈱ 石巻を抜港して運航 苫小牧/釧路/大阪/水島/高松⑦ １ 日本海運㈱ 苫小牧/釧路/石巻/大阪/水島/高松

⑧ ５ 近海郵船物流㈱ 京浜/仙台塩釜

⑦ １ 日本海運㈱ 石巻を抜港して運航 苫小牧/釧路/大阪/水島/高松

⑧ － 近海郵船物流㈱ 休止中 －

※黄色網掛け欄は、3月30日以降に復旧した航路

苫小牧

釧路

苫小牧

釧路

⑥
⑥

八戸 八戸

⑥

宮古

石巻

⑤

宮古

石巻

仙台塩釜

相馬

仙台塩釜

相馬

小名浜

⑦

茨城（常陸那珂）

鹿島

小名浜

⑦

茨城（常陸那珂）

鹿島

東京

横浜

清水

大阪
水島

⑧

②

③

東京

横浜清水

大阪
水島

大阪

高松
松山

④

⑧

高松松山
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６．港湾の復旧・復興に向けて
１．今回の地震・津波により、北海道から関東に至る広範囲の港湾施設等が甚大な被害を受け、特に東北地方においては港湾管

理者や国の地方支分部局自身も被災したことから、まずは現場体制の再構築を急ぐとともに、災害復旧の前提として、施設の被

災状況の全体及び詳細の把握を早急に進める必要がある。

２．そのうえで被災原因を分析するとともに、構造物の強度や効果等を検証し、復旧の水準（外力、天端高さ等）を決定する必要が

あるある。

３．また、全ての施設を原形復旧するのではなく、被災地の輸送需要や都市・産業復興との関連を考慮して復旧の順位や水準を

決定する必要がある。このため、港湾計画に立ち返り、東北一円の物流体系等を考慮した「新たな港づくり」の観点で、関係者間決定する必要がある。このため、港湾計画に立ち返り、東北 円の物流体系等を考慮した 新たな港づくり」の観点で、関係者間

の議論を行う必要がある。

４．以上の観点から、技術的な検討会のみならず、国(地方整備局、海上保安部、税関等)、港湾・海岸管理者、地元市町村、港湾

利用者等により構成する協議会を設置し、合意形成を図りつつ、各港湾の「復旧・復興方針」を策定する。

ただし、当面の台風対策に必要な防波堤・防潮堤、基幹的輸送需要への対応が必要不可欠で、関係省庁・関係業界団体等か

ら早期復旧の要望が強い施設については 早急に復旧に着手するら早期復旧の要望が強い施設については、早急に復旧に着手する。

５．復旧・復興に当たっては、被災地における雇用の創出に十分な配慮を行う。

港湾関連施設の復旧スケジュール（案）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
項目

高潮・台風期 台風期

緊急物資輸送等への対応
（航路等の啓開）

緊急対策

（航路等の啓開）

高潮・高波浪対策
（海岸保全施設、防波堤の復旧）

応急対策

本復旧 本復旧

東北地方一円の生活・産業を支える港湾施設（岸壁、航 ※災害復旧に伴う廃棄物の処理を併せて実施。 ※具体的な復旧の内容、優先順位、工程等については、関係省庁、関係業界及び港湾管理者の意見を聴きつつ検討

※施工可能な箇所において、出来る限りの対策を実施

本復旧 本復旧

東 地方 活 産業を支 る港湾施設（岸壁、航
路・泊地、防波堤、荷役機械等）の復旧 応急対策 本復旧

地元調整 法定手続き等

災害廃棄物（がれき）処理への対応
（「災害廃棄物の処理等の円滑化に関する検討・推進会
議」におけるがれき処理の全体方針に基づき対応）

地元調整、法定手続き等

一時仮置き
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